






















































































































































































　本章では、向原中尾第２遺跡第３次調査、向原中

尾第５遺跡、第６遺跡の発掘成果と、以前報告され

た向原中尾第２遺跡第２次調査および向原中尾第１

遺跡・第４遺跡の成果（宮崎県埋蔵文化財センター

2012）を含め報告していく。前述した調査は、い

ずれも近接しており、これらを総称して向原中尾遺

跡群とし、現状の成果における各時代の様相につい

て述べていきたい。なお、名称の重複を避けるた

め、以下、向原中尾第２遺跡第３次調査は「第２遺

跡（３次）」のように略称をもって記載したい。

第１節　後期旧石器時代
　ＡＴ下位の遺構と石器　　向原中尾遺跡群では、

ＡＴ下位で出土した石器は多くはない。第２遺跡

（３次）でわずかに確認できるものの、その遺物の

大半は第４遺跡より出土している。そのため、おの

ずと第４遺跡への理解が当遺跡群におけるＡＴ下位

段階の評価となるが、あくまでも遺跡群内の一端で

あることをここで留意しておく。当該期の石器の分

布は、報告者によると遺跡の所在する台地北西側の

傾斜地に多く残存していたようである。その中で

も、頂部付近と傾斜の低位平坦部に遺物の出土が顕

著である。これらの関係は、縄文時代早期と後期旧

石器時代の混在する遺物包含層の存在や、或いはそ

れ以降の遺物包含層の堆積の不安定さ、ＡＴ上位石

器群における接合資料の分布等を鑑みるに、遺跡の

所在する尾根の頂部付近より傾斜に伴い流出した遺

物である可能性が高い。しかしながら、ＡＴが比較

的良好に堆積していることと、ＡＴ上位石器群との

接合関係が見出せないことから、これらをＡＴ下位

石器として考えていきたい。遺構としては、低位に

ある１区で検出された礫群が挙げられるが、赤化や

付着物があるものの、礫のサイズに斉一性はなく散

漫な出土状況からも、その扱いには慎重を要する。

　石器の評価　ＡＴ下位の石器は、第４遺跡で10

１点、第２遺跡（３次）で１点の計102点である。

その内訳は、ナイフ形石器２点、スクレイパー２

点、石核が４点、それ以外は素材剥片ないし、剥

片、砕片で構成される。明確なトゥールの数は少な

いものの、長軸5～ 15ｃｍ程度の素材剥片が多く

みられる。石核はいずれも残核に近く、剥片剥離が

進行し寸詰まっているものが多い。しかしながら、

石核には礫面を有するものが多く存在しており、遺

跡には拳大小の円礫若しくは亜円礫の状態で搬入し

てきていることが想定される。ただ、石器製作に関

わる剥片類が希薄であり、比較的大型の剥片類が多

いことなどを考慮すると、遺跡への搬入形態は、前

述した円、亜円礫だけではなく、素材剥片としても

搬入されていたと考えられる。また、希薄ながらも

石器製作に関わる剥片、砕片類が少量存在している

ことから、搬入された円礫ないし素材を都度、整形

或いは調整していたと考えられる。

　石材について　　石器石材に関しては、ホルン

フェルス、頁岩を主体としながら、一部客体的に白

色に風化する流紋岩、チャートを含む。主体となる

ホルンフェルス、頁岩は、転礫の場合、半径5km

前後圏内の小丸川及び耳川流域において採取可能な

石材である。これらは現在でも採取可能であり、量

的に充実している石材であったといえよう。白色に

風化する流紋岩は、祖母山傾山火山岩類の産出する

県北端部において露頭或いは五ヶ瀬川沿いに転礫と

して採取できる石材である。元々は黒色ないし、紫

がかる黒色をしているが、特徴的に白色に風化す

る。遺跡近隣では縞状の流離構造がみとめられる流

紋岩も存在するが、今のところ石器石材に適したも

のは確認できていない。そのため、流紋岩に関して

は、消去法的に県北域のものであることが想定され

る。チャートは県内では秩父帯の通る県北西部にお

いて良好な石材が採取できる。現在では県北西部に

限定的であるものの、元々は当岩帯が県央、一部日

南域にまで達していたことを考えると、台地上や河

川に転礫として混入していてもおかしくない石材の

ため、現状では交流、直接・近隣採取であるかの判

断はできない。これらを踏まえると、石材資源の獲

得は、比較的容易に獲得できる近隣石材を基盤とし

ていることが分かる。剥片石器類にはホルンフェル

スや頁岩、重量・礫石器類には尾鈴山溶結凝灰岩や

砂岩を選択している。限定的ながら流紋岩などの搬

第Ⅵ章　総括
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入石材は、小円礫や素材剥片として遺跡内に持ち込

まれている。これらは、大半を占める近隣石材とは

別に、交流或いは移動を介した際に獲得したことが

考えられる。

　ＡＴ下位の向原中尾遺跡群　　ＡＴ下位の向原中

尾遺跡群では、１次的な石器製作がみとめられず、

遺構の存在も希薄である。そのため、出土石器の時

間幅は計りかねるものの、中長期的に生活していた

とは考えにくく、短期的に形成された遺跡であると

評価できる。搬入石材は量的に乏しく、在地色の強

い顔つきは、集団の在地石材への適応を示唆してい

るといえる。

　ＡＴ上位の遺構と石器　　後期旧石器時代の向原

中尾遺跡群ではＡＴ上位の石器群が主体となる。そ

の分布は、第１遺跡、第２遺跡（2次・3次）、第４

遺跡、第５遺跡、第６遺跡全てが該当する。当該期

の遺構としては、第４遺跡で礫群4基と土坑が2基、

第６遺跡で礫群２基が報告されている。第４遺跡の

土坑は、石器の分布状況と位置を同じくするが、縄

文時代早期の遺物とも平面的に分化できない。加え

て縄文時代早期遺物とＡＴ上位石器群の混在もみら

れることや、遺構埋土が新相である陥し穴状遺構の

それと類似していることからも、ＡＴ上位に帰属さ

せるには慎重を期す遺構であるといえる。これは礫

群に関しても同様である。また、第６遺跡では、時

期決定できる遺物が出土しておらず、層位の相似、

対比でもって時期決定に至っている部分もあり、当

遺跡群の中では、明確に後期旧石器時代の遺構と積

極的にいえるものはないといえる。石器の分布は、

第１遺跡を除く全ての遺跡で確認できており、第４

遺跡、第２遺跡、第５遺跡、第６遺跡の順に多く分

布している。これらの石器は、多くが縄文時代早期

の遺物包含層とＡＴ上位の遺物包含層の中に両者の

遺物が混在している状況で出土している。

　石器の評価　　上述した状況により、層位的に石

器に時期が与えられない以上、石器型式により時期

の評価を与えることにする。時期決定には宮崎県旧

石器文化談話会が作成した「宮崎10段階編年」を

用いることにする（宮崎県旧石器談話会2005）。こ

れによると、向原中尾遺跡群のＡＴ上位石器群は、

剥片尖頭器およびその周辺に代表される第5段階、

次に基部加工および小型の縦長剥片に代表される第

6・７段階、船野型細石刃核に代表される第９・10

段階の、おおよそ三期に大区分することができる。

これらは、明確なトゥールでもってのみの時期決定

であり、編年に対応できる器種に当てはまらないも

のは含んでいない。また、第４遺跡において一部接

合資料が確認されている。これらは石器製作に伴う

調整剥片類であるが、その接合関係は、高位から低

位への接合関係にあり、傾斜に伴う遺物の移動が大

きいことが分かる。ＡＴ下位と比較しても接合資料

を含め、同様な剥片類が増加しているように思われ

るが、遺物の混在やＡＴ上位に含まれる時間幅が広

すぎるため、いずれもどの段階に帰属でき、量的に

増減しているかは現状で判断できない。

　石材について　　石器石材については、ＡＴ下位

とほぼ同様な在地色の強い顔つきとなっている。そ

の中で、ＡＴ上位より変化する点としては、流紋岩

の量的な増加や砂岩などの石材が剥片石器として用

いられてくることが挙げられる。近隣に位置する舟

川第２遺跡や、俵石第１・第２遺跡等では、ＡＴ上

位より桑ノ木津留産黒曜石や日東産黒曜石がみられ

るが、向原中尾遺跡群では現在のところ当該期に帰

属できる黒曜石製石器は確認できていない。

　ＡＴ上位の向原中尾遺跡群　　向原中尾遺跡群に

おけるＡＴ上位石器群は、大きく三期に大区分でき

る。それらは、ＡＴ下位の石器とは石材の選択にし

て若干の差異がある。ＡＴ下位では限定的であった

石材の使用が若干幅広くなり、搬入石材も量的には

増加してくる。この点では石材資源の獲得を目指す

集団の在りようがＡＴ下位段階と変化しているとい

える。遺跡の様相としては、ＡＴ下位段階と大きく

は変わらないといえるが、接合資料の存在や、遺物

の展開の粗密により第４遺跡周辺が向原中尾遺跡群

の主体となる場であったことが想定できる。

（沖野）

【参考・引用文献】
宮 崎県旧石器談話会　2005「宮崎県下の旧石器時代

遺跡概観」『旧石器考古学』66旧石器文化談話会
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第２節　縄文時代
　向原中尾遺跡群を構成する遺跡（向原中尾第１～

第６遺跡）の中で南西端に位置する第６遺跡を除く

５遺跡で縄文時代の遺構・遺物が確認されている。

　遺構について　向原中尾遺跡群内では縄文時代早

期の遺構として、石斧埋納遺構１基（向原中尾第２

遺跡２次調査）・集石遺構31基（向原中尾第２遺跡

第２次調査：17基、３次調査：１基、向原中尾第

５遺跡第２地点Ｎ・Ｓ区：13基）・炉穴33基（向原

中尾第５遺跡第２地点Ｓ区）が確認されている。ま

た、鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）層上面で底面に

杭状の小穴を有するタイプの陥し穴状遺構７基が検

出されている。遺跡群内での各遺跡の立地は第５図

の横断図が示すとおり標高が高く平坦もしくは緩や

かな斜面地である第２遺跡と第５遺跡Ｓ区で集石遺

構や炉穴が検出されている。

　第２遺跡が集石遺構のみが検出されているのに対

し、第５遺跡Ｓ区では炉穴と集石遺構が切り合った

状況が確認されている。向原中尾遺跡群内の集石遺

構は第５遺跡での分類に照らすとⅠ類８基、Ⅱ類２

基、Ⅲ類11基、Ⅳ類10基となる。掘り込みを有す

るタイプが、第２遺跡と第５遺跡の検出総数31基

のうち21基を占め、構成礫は被熱のため赤化が認

められた。なかには掘り込みの埋土が全体に黒色化

するほど多量に炭化物が含まれている集石遺構も確

認された。向原中尾遺跡群内で検出された集石遺構

31基はすべて尾鈴山溶結凝灰岩で構築されている。

第５遺跡Ｓ区で確認された炉穴群の立地は集石遺構

と同様、調査区内でもっとも標高の高い地点の平坦

部分にあり単体で存在する炉穴や検出面からの深さ

が深くやや大型の炉穴と分布域が重なっている状況

が看取できる。２遺跡ともに調査区外にも遺構が広

がるものと報告されており、一定期間の居住域で

あった可能性が考えられる。

　第２遺跡と第５遺跡の間の丘陵尾根筋と低地部分

に位置する第４遺跡ではK-Ah上面で７基の陥し穴

状遺構が検出されており、等高線が大きく湾曲する

浅い谷地形に沿って、等高線に直交するように一定

間隔をおいて分布している。丘陵頂部から水場方向

にのびる「けもの道」上に配置されたと考えられ

る。第４遺跡で確認されたK-Ah降灰以降の陥し穴

状遺構の検出例は宮崎県下で約20例を数える。周

辺では日向市板平遺跡や都農町俵石第１遺跡で確認

されている。平面形態や規模に類似点がみられる一

方時期幅の相違も認められる。第４遺跡で確認され

た７基は、ほぼ同規模な土坑で平面形は楕円を呈し

ている。すべての土坑の底面に小穴が認められる。

船元式土器の出土から縄文時代中期前後・後期代と

報告されている。

　遺物について

　縄文土器　向原中尾遺跡群内では縄文時代草創

期・早期・中期・後期・晩期の土器が出土してい

る。中でも主体となるのは縄文時代早期に属する土

器群である。なかでも第５遺跡の出土量がもっとも

多い。概観すると第２遺跡（２次）で遺構が検出さ

れたⅣ層からⅤ層上面では楕円押型文と山形押型文

の２種類の押型文のほか手向山式土器、前平式系土

器、無文土器と早期前葉から中葉に位置づけられる

土器群の出土が認められる。第２遺跡（３次）でも

少量ながら田村式土器の大型の破片が出土してい

る。第２遺跡の中でも第３次調査Ｂ区出土のミミズ

バレ状の微隆起突帯を有する土器（39･40）はその

形態上は縄文時代草創期的な様相を呈している。第

４遺跡の縄文時代早期に属する土器は、貝殻条痕文

系土器と山形押型文系土器、別府原式、中原式、手

向山式の出土が認められ、早期前葉から中葉頃の一

群である。第２遺跡（２次・３次）と第４遺跡にお

いては早期前葉から中葉の各型式の土器群の中で出

土量全体からみると手向山式土器が主体である点が

類似している。第５遺跡では縄文時代早期では出土

量だけでなく遺跡群内ではバリエーションに富んで

いる。縄文時代早期土器の大部分は第２地点Ｓ区の

遺物包含層であるⅢ層からⅣ層上部にかけての出土

である。第Ⅳ章第６節で述べたように大きくは貝殻

文円筒形土器と回転施文の土器群が出土している。

Ⅰ類とした前平式系土器、Ⅱ類の知覧式系土器、Ⅲ

類の貝殻条痕文系土器、Ⅳ類中原式系土器、Ⅷ類の

回転施文系の土器などおよそ縄文時代早期前葉から

中葉にかけての土器群とみられる。または短枝回転

文土器や楕円押型文と山形押型文土器、短沈線が施

される辻タイプ、手向山式土器の出土のほか無文土

器の出土も一定量みられる。向原中尾遺跡群内では

－ 80－



縄文時代早期前葉から中葉を主体とする時期の土器

群の出土が大半を占めるが、第２遺跡と第４遺跡に

おいて手向山式土器の出土が多いという共通点があ

る。一方、第２遺跡（２次）で草創期に位置づけら

れる土器が確認される点、第２遺跡（３次）の器壁

が厚く大型の円筒形となると考えられる器形に、大

粒の楕円押型文が施文される土器など遺跡群内でも

古手の様相が見て取れる。第４遺跡では手向山式土

器のほか、中期の船元式土器の出土が認められる。

縄文早期の土器が出土した遺跡の中でもっとも南に

位置する第５遺跡では第２遺跡や第４遺跡とやや様

相が異なり一定量の手向山式土器の出土はみられる

ものの遺跡内での主体となるものではない。土器の

バリエーションからみても、遺跡群内で本遺跡のみ

で検出された炉穴の存在から考えても、出土した土

器の顔つきからみても早期の様相には相違が認めら

れる。

　第４遺跡ではK-Ah以降の出土土器として５点の

出土が確認されている。なかでも244～246は頸部

から口縁にかけてキャリパー状に内湾する船元式に

比定される土器とみられる。胴部に赤色顔料が付着

するものも認められる。縄文時代後期後半から晩期

にかけての無刻目突帯文土器や刻目突帯文土器の深

鉢が第１遺跡で出土している。

　遺跡群内で最も北に位置し隣接する第２遺跡と比

高差約30ｍと低い地点に立地する第１遺跡では縄

文時代後期後半から晩期にかけての土器の出土が認

められている。

　石器について

　向原中尾遺跡群内では縄文時代草創期の石器をは

じめ早期に属する石器の出土が認められる。なかで

も第４遺跡出土の有舌尖頭器と向原中尾遺跡群をと

おして出土量の多い粗製剥片石器（蛤形石器）が遺

跡群内を代表する石器と位置づけられる。遺跡群内

の各遺跡を概観すると第２遺跡（２次）では石鏃、

石槍、石斧、石錘、石核、剥片、敲石、磨石、凹石

に加えて28点もの粗製剥片石器の出土が認められ

ている。第４遺跡はK-Ah降灰以前のⅢ層より白色

無光沢チャート製の柳又型有舌尖頭器の出土がみら

れ型式から草創期に位置づけられているが、Ⅲ層中

からは縄文時代早期の土器・石器の出土のみがみら

れる。斜行剥離がみられる点や石材が流紋岩である

点、型式分類上草創期的であるが、遺跡内の層位中

から草創期の土器や遺構の出土が認められないこと

から位置づけには慎重さを要すると考えられる。早

期の石器としては石鏃・石匙・石錘・石斧・礫器の

ほか石核や剥片などの素材が遺物の大多数を占めて

いる。第５遺跡での出土層位は、Ⅲ層上面かⅣ層中

上面で出土している。石鏃・楔形石器・スクレイ

パー・石核・石斧・粗製剥片石器・剥片・磨石・敲

石・台石などの出土が認められる。

　向原中尾遺跡群内では尾鈴山溶結凝灰岩、ホルン

フェルス、砂岩、頁岩が主体的に使用されている。

大型の石器は尾鈴山溶結凝灰岩と砂岩製のものが大

部分である。それに加えてチャートや黒曜石･安山

岩・水晶などの出土は少量であるが狩猟具や剥片、

チップ等に見受けられる。尾鈴山溶結凝灰岩や砂岩

については円礫に近い母岩であったと想定できる素

材を用い、調理や加工など多用途に使用したと推測

される粗製剥片石器を作出したものと考えられる。

 （橋本）

　粗製剥片石器類の評価　　向原中尾遺跡群では、

縄文時代早期を主体として粗製剥片石器類が頻繁に

見受けられる。これらは、藏座村遺跡の報告に際し

て「蛤形剥片石器」として呼称された石器の範疇

に収まるものがある（宮崎県埋蔵文化財センター

2002）。報告者は、藏座村遺跡に限定した呼称とし

ているが、同様の石器が出土した場合、以後粗製剥

片、蛤形石器等広く用いられる石器名称となってい

る。

　蛤形剥片石器の定義としては、「幅4.3cm～8.9cm

（平均5.9cm）・長さ3.0 ～ 5.7cm（平均4.0cm）、平

面楕円形・断面細柳葉形で、蛤のような形態を呈す

ること…」とある。向原中尾遺跡群周辺の粗製剥片

類は、この定義に包括されないものも見受けられる

が長幅比率において類似していることを鑑み、その

形状を優先して、以後は蛤形剥片石器と呼称する。

　藏座村遺跡では、礫群の構成材とは異にして堆積

岩系の石材に人為的な選択が介在しているとある

が、向原中尾遺跡群では状況に違いが見出せる。当

遺跡群の蛤形剥片石器の主要石材は、礫群や集石遺

構を構成する尾鈴山溶結凝灰岩、砂岩の他に、珪質
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頁岩、黒色の頁岩が含まれる。特に上述した尾鈴山

溶結凝灰岩と砂岩に結びつくようで、これらは、礫

器や石斧にも素材として利用されている。当遺跡群

及びその周辺域では、蛤形剥片石器を剥離したと考

えられる石核や、分割過程で作出された剥片、石器

類も多く出土していることにより、その剥片剥離工

程や石器群内の在りようがみえてきたといえる。当

遺跡群内では、自然面を有する楕円および亜円形の

転礫採取を基本としているが、これは遺跡近傍で採

取できる石材であることの他に、その殆どに自然面

を有することから、自然面或いはそれの保有する形

状に嗜好したからであると考えられる。また、刃部

調整の頻度は多くはなく、刃部調整を有するものは

しばしば主要剥離面が滑らかなものにみられる。こ

のことから、石器としての主な用途には主要石材に

特徴的な剥離面の凹凸が関与していることが想定さ

れ、剥片石器でありつつも必ずしも刃器として包括

解釈できるものではないといえる。しかしながら、

珪質頁岩製のものなどは、剥離面は滑らかで刃部も

鋭角であることから、刃器的な顔つきをみせるもの

もあるため、蛤形剥片石器と呼称するものの、石材

や形状によってその利用目的が異なっている可能性

が指摘できる。

　採取した礫は、その一端を剥離面とし蛤形剥片石

器の作出を行うが、石核の３分の１から半分程度剥

離作業が進行した剥片剥離面に対して、粗雑な調整

を施し礫器などの重量石器として転用している。ま

た、当遺跡群内で出土している石斧は背面に自然面

を有することが多く、馬込遺跡第２地点（宮崎県埋

蔵文化財センター 2014）の様に礫の全周にわたっ

て剥離作業をおこなった石核や、上述した一端部剥

離によりリダクションした石核は、最終的には石斧

や礫器として使用されているようである。

　このことを鑑みると、当遺跡群の蛤形剥片石器は

目的剥片として作出されるが、それを作出する過程

で発生した石核や礫器、石斧類もその工程の延長線

上に含まれており、当遺跡群おける一連の剥片剥離

工程の産物としてとらえることができる。

　時期的には縄文時代早期を主体としながらもその

前後に広くまたがってみられることから、通時的に

選択された技術であったといえ、地域的にも当遺跡

群の南北に広く分布しており、かなり普遍的な技術

であったことが推測される。これらのことを踏まえ

ると、量的に充実し、広く選択された技術として該

期の生活実態の一部を強く投影している可能性があ

るといえる。今後、使用痕分析等の研究に加え、時

期、地域的な粗密が明らかになれば蛤形剥片石器を

携えた人々の生活の在りようをより明確に知ること

ができるといえる。 （沖野）
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第３節　弥生時代以降
　弥生時代の遺構　　向原中尾遺跡群では、第２遺

跡（２次・３次）と第５遺跡において弥生時代の竪

穴建物跡が検出されている。第２遺跡では８軒、第

５遺跡では２軒の計10軒確認されている。第５遺

跡の竪穴建物跡は、２軒とも出土遺物がなく、掘り

込み層位、検出プラン、建物主軸、放射性炭素年代

測定法によっての位置づけとなる。前回の第２遺跡

（２次）の報告では、検出した竪穴建物跡の時期に

ついて、切り合い関係、分布状況、建物主軸の差に

より、遺跡内の比較的大型のものから小型のものへ

の変遷を提示している。以下ではそれに今回の成果

を加味して再検討を行うことにする。

　竪穴建物跡の比較と再検討　　向原中尾遺跡群の

竪穴建物跡は、規模を基準にすると、①群…3～ 4

ｍ前後のもの（第２遺跡２次ＳＡ1～ 3、5～ 7）と

②群…5ｍ前後（第２遺跡２次ＳＡ4、３次ＳＡ1、

第５遺跡ＳＡ1）の大きく２つに分けられる。①群

の特徴としては、楕円及び隅丸方形のプランを呈

し、明確な主柱穴を持たない建物跡であることに対

し、②群は方形プランを呈し、その中に明確な主柱

穴をもった竪穴建物跡である。また、①群は焼失建

物であるのに対し、②群は焼失建物ではない。次に

建物主軸についてみてみると、第２遺跡の竪穴建物

跡は、概ね北東を向いているが、第２遺跡（２次）

の成果のみで判断すると前報告のような小差がみと

められる。しかし、第２遺跡（３次）の成果を加味

した場合、両者を主軸によって区分することは難し

い。また、分布状況としても、調査区を市道により

大きく削平されており、現状では分布的に両者を切

り離せない。

　遺物に関しては、甕の形状や組成、第２次調査の

報告や小結で述べられたように向原中尾遺跡群の竪

穴建物跡はおおむね弥生時代終末期から古墳時代初

頭段階に位置づけられるものである。遺物への見

解として、近隣遺跡である都農町所在俵石第２遺

跡（宮崎県埋蔵文化財センター 2012）に詳しくふ

れられているので参考としたい。①、②群ともに、

口縁部が「く」の字状に屈曲し、胴部最大径が口径

より大きい甕（２次134・192、３次21他）が伴う

が、②群の遺物としては、甕の頚部の屈曲がゆるや

かなものがみられ、これらは平底で底部も接地面が

小さくなりつつある（２次172、３次20・22）。こ

れらは、上述した甕と型式的対比により後出するも

のとされており、また小鉢が伴うことでも共通して

いる。加えて布留式の系譜上にあると考えられる胎

土の質が異なる甕（29）もみられる。この甕を積

極的に評価し、搬入品であるか在地模倣とするかで

以後の判断が分かれるところであるが、少なくとも

現状では板平編年（松田・今塩屋2011）でいうと

ころのⅠ期ｂ段階～Ⅱ期ａ段階ないしⅡａ段階であ

ると位置づけられる。

　建物主軸では①群と②群を区分することは難しい

が、竪穴建物の規模、プランの形状および構築方

法、遺物の様相等から総合的に判断すると、①群か

ら②群への移行が考えられる。これらの考察は自然

科学分析の結果においても肯定的である。①群では

概ね較正年代が1860±20年BP前後という年代が算

出されているのに対し、②群である第２遺跡（３

次）のSA1は、1770±20年BP、第5遺跡SA1では

1790±30年BPという年代が算出されている。算出

年代の差程、両者に大きな時期差は感じられないも

のの、この結果は、上記の所見に加味でき得るもの

である。

　弥生時代の向原中尾遺跡群　　弥生時代の向原中

尾遺跡群は、概して弥生時代終末期から古墳時代初

頭段階の範疇に位置づけられる。当段階における周

辺の様相としては、台地上では川南町尾花A遺跡の

ような長期継続かつ拠点的大集落が成立し、その短

距離圏内に衛星的或いは小規模集落の分布がみられ

る。これらは、生産活動の増大や向上による人口圧

の上昇、他地域からの物的・人的交流などから集落

遺跡は山あいにも集落の分布が拡大するという（徳

留・今塩屋2012）。向原中尾遺跡群も後者として同

様の脈絡でもって位置づけられよう。当遺跡群は、

中央に第３遺跡が立地する谷を大きく挟んだ丘陵上

であることから同一の集落と考えるのは難しい。地

形の変化により、飛び地のように展開する狭小な丘

陵地に点所在する小規模集落群を調査区により横断

したようなかたちであるといえる。これらの小規模

集落は、拠点的集落などとの結びつきを保持しなが

ら、鉄を持ち、他地域の文化を取り入れていてい
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く。向原中尾遺跡群の成果は、こうした山あいの集

落の変容を把握できるものである。また、①群建物

跡からは、石庖丁が確認されている。これらは同じ

く検出された炭化種実にもイネがみられるように、

栽培作物として想定しうるものであるが、遺構の展

開する丘陵には、住環境の他に、耕作できるスペー

スと水利が伴わないため、第３遺跡のような水利を

保持する湿地性の谷部を利用して耕作をおこなって

いたと想定できる。

　近代以降の遺構・遺物　　向原中尾遺跡群では近

代の遺構・遺物が確認されている。詳細は補遺にて

記載するが、遺跡群がとりまく谷は向原中尾第３遺

跡（以下第３遺跡）として平成20年度に東九州自

動車道建設に伴い発掘調査された経緯がある。その

調査時に確認できた棚田石垣、および第１遺跡南に

位置する寺迫溜池は、碑文の内容から、明治後半

から昭和初頭の遺構であると調査担当者は述べて

いる。それを裏付けるものが『東郷町誌』に詳し

い（東郷町誌編さん委員会1979）。明治初頭には主

要物産として米があげられていることから、近世よ

り水稲を基盤とした生活スタイルが確立されていた

ようである。明治30年代に入り耕地整理、土地改

良等が奨励され、向原中尾遺跡群の所在する東郷町

でも大規模に土地の改良が進められたことから、前

述した遺構の所見ともほぼ一致する。また、第２遺

跡（３次）では表土より掘り込む土坑がいくつか

存在した。近隣の作業員に聴き取りを行うと、遺構

の形状・検出位置等により誘蛾灯を設置した際の掘

り込みであるとのことであった。この誘蛾灯は、昭

和49年～ 51年の第２次農業構造改善事業の際にみ

かん畑に設置したものである。第２遺跡は、調査前

はカシやハゼ、スギ等生活に密接に関係する樹木が

植林された山林であったが、それ以前は、極めて短

期間柑橘類畑として利用されていたようである。遺

物としては、瓦質の移動式カマドが採集されている

（第65図2）。この遺物に関しては嶋田の論文に詳し

い（嶋田2007）。採集された移動式カマドは、燃焼

部である個体と米を入れ炊飯する釜部の個体とを組

合せて使用する組合せ式のカマドである。嶋田の紹

介遺物は、新富町所在の永牟田第２遺跡より出土し

た陶器製のカマドであるが、第３遺跡で採集された

カマドは瓦質ではあるが、形態的には極めて類似し

ており、この範疇でとらえられる遺物といえる。昭

和30年代のガス普及以前までよく利用されたよう

である。

　近代以降の向原中尾遺跡群　　近代の向原中尾遺

跡群は、初期には水稲耕作や木炭、椎茸等を栽培し

ていたが、社会情勢の変化と共に、徐々に米の生産

向上のため耕地整理に伴う土地の改変を試みてい

く。昭和に入り農業構造改善事業に伴い果実栽培を

行うが、長期には根付かず、作物の生産農業は終わ

りを迎える。以後は生産と離れ、生活に根ざす山林

への改変をおこなっていったようである。

　以上が近代以降の向原中尾遺跡群における土地利

用の経過である。明治にはいり大きく土地を改変し

たため、弥生時代終末期以降から近世までの土地利

用は発掘成果としては明らかにされていない。しか

しながら、当遺跡群が後期旧石器時代から近現代ま

で脈々と利用されてきたことは間違いのない事実で

ある。時代により生活の在りようは異なりながらも、

人々が根ざす環境であったといえようか。 （沖野）
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２遺跡』『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告

書』第215集

宮崎県埋蔵文化財センター 2012「俵石第１遺跡　俵

石第２遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査

報告書』第216集
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向原中尾第３遺跡
　調査に至る経緯
　本発掘調査は、平成20年度に実施した東九州自

動車道（日向～都農間）建設に伴い遺跡の一部が影

響を受けるため、事業者の依頼に基づき工事着手前

に記録保存の措置を講じたものである。後述する

が、結果として遺構の存在が希薄であり遺物も少量

であるため、自動車道建設費縮減と相まって広域を

調査するにいたらなかった経緯がある。しかしなが

ら、少量とはいえ当遺跡の状況を把握する上で貴重

な資料も存在することから、ここではその説明責任

を果たすうえでも補遺として報告したい。

　なお本文は、平成20年度の調査担当者による終

了報告をもとに加筆・修正したものである。

　調査の組織
　本書掲載の遺跡調査・整理報告の実施にあたり、

以下の体制が組織された（平成20・25年度）。

　調査主体　　宮崎県教育委員会

　　　　　　　宮崎県埋蔵文化財センター

　

　所　長　　　　　福永　展幸（平成20年度）

　　　　　　　　　向井　大蔵（平成25年度）

　副所長　　　　　加藤　悟郎（平成20年度）

　副所長兼調査第一課長　　　　　

　　　　　　　　　長津　宗重（平成25年度）

　総務課長　　　　長友　英詞（平成20年度）

　　　　　　　　　坂上　恒俊（平成25年度）

　同課主幹兼総務担当リーダー

　　　　　　　　　高山　正信（平成20年度）

　副主幹兼総務担当リーダー

　　　　　　　　　高園　寿恵（平成25年度）

　調査第一課長　　長津　宗重（平成20年度）

　同課主幹兼調査第二担当リーダー

　　　　　　　　　菅付　和樹（平成20年度）

　副主幹兼調査第二担当リーダー

　　　　　　　　　福田　泰典（平成25年度）

調査担当

　調査第一課調査第二担当

（主任）主　　事　小船井　順（平成20年度）

　　　　主　　査　島木　良浩（平成20年度）

　　　　主任主事　嶋田　史子（平成20年度）

整理・報告書担当

　調査第一課調査第二担当

　　　　副主幹兼調査第二担当リーダー

　　　　　　　　　福田　泰典（平成25年度）

　　　　主　　事　沖野　　誠（平成25年度）

調査協力・助言

　日向市教育委員会

　東九州自動車道用地事務所

　調査区の概要
　本年度の調査対象地は斜面に挟まれた谷筋に所在

し、石垣によって区画された棚田が存在する（第

66図）。調査区北側の斜面裾に水路が通っており、

表土面の広い範囲で湧水が確認できる。調査の便宜

上、調査区内に存在する未買収地から西側をＡ区、

北東側をＢ区とした（第67図）。

Ａ区

　Ａ区は７枚の棚田から構成され、各段の境に石垣

が南北方向に積まれていた。人力による掘削調査の

結果、棚田を造成する際に両側の斜面を大幅に削平

し、谷筋を埋めていることが確認された。また、こ

の造成土の下により古い畝の残存が確認できたこと

から、Ａ区の棚田は大きく2時期に分けられる。そ

して古い棚田の下層に低湿地にみられる黒色泥炭

層（Ⅵ層）が残存していることから、この層に遺物

が包含されている可能性があると判断した。そのた

め、遺構や遺物の検出とⅥ層の残存範囲を把握する

ことを目的として、重機によりⅤ層まで掘削した

後、人力での遺構検出・掘削を行った。なお、Ⅵ層

以下は人頭大の礫を多量に含む層であり良好なアカ

ホヤ火山灰層（Ⅷ層）の堆積がみられないことか

ら、層が安定的に堆積するような地形ではなかった

と考えられる。

Ｂ区

　Ｂ区は調査範囲内に４枚の棚田が確認でき、石垣

が東西方向に積まれている。造成土の堆積はみとめ

られず、Ⅴ層以下の黒色土の堆積状況が良好である

補遺

－ 85－



ことから、旧地形は現地形に比較的近い形状であ

り、造成土には地形を削って耕作面を造っていると

考えられる。しかし、Ｔ29で黒色土の下層にⅧ層

が僅かに確認できたものの直下に礫層が検出される

ことから、Ａ区と同様にⅧ層の降灰以前は礫が露出

しているような場所であったと考えられる。

遺構

　今回の調査では明確な遺構は検出されなかった。

なお、石垣に関しては明確な年代を特定するに至ら

なかったが、造成土の上面から積まれており、新し

い棚田に伴うものである。遺跡南東側に存在する溜

池の碑文から読み取れる開田事業の時期や、周辺住

民からの聴き取り調査で70歳代の方が幼少の頃に

はすでに存在していたとのことから、石垣はおそら

く明治後半から昭和初頭までに築かれたものであろ

う。

遺物（第65図、第30・31表、図版４）

　遺物は弥生から古墳時代と考えられる土器片1

点、いずれも時期不明の剥片2点、磨石1点、石錘1

点（第65図1）が出土した。現代の耕作土及び攪乱

土の中から出土しているものが殆どで、図化に耐え

うる遺物は少ない。剥片1点についてはⅥ層中で出

土したが土の堆積状況から原位置を留めていない可

能性が高い。また、周辺からは近世の移動式カマド

が表採されている（第65図2）。

石錘（第65図１、図版４）

　小楕円礫を素材とした石錘である。両端部に粗雑

な剥離により抉りを施している。

移動式カマド（第65図２、図版４）

　移動式カマドの煙突取り付け口である。元来は上

部・下部を組み合わせて使用するタイプで、この取

り付け口は上部構造にあたる。

まとめ

　調査の結果、現地形は2回の造成により形成され

たものであり、その過程で低湿地の泥炭層が削平を

受けていることが判明した。そして、この泥炭層中

では遺構・遺物は確認できず、アカホヤ火山灰の降

灰以前は礫が露出している状況であった。これらを

考慮すると、調査対象地内に明治時代以前の遺構・

遺物が残存している可能性は低いと考えられる。ま

た確認できた遺物は、単独であったり原位置を留め

ていなかったりするため、これらは谷地形の傾斜に

伴い流入してきたものだと考えられる。

第65図　向原中尾第３遺跡出土遺物実測図

挿図
番号

図版
番号

出土
層位 器種 石材 法量（cm，g） 備考最大長 最大幅 最大厚 重量

1 図版4 － 石錘 砂岩 3.8 5.3 3.8 86.2 

第30表　向原中尾第３遺跡石器計測表

挿図 
番号

図版 
番号

出土 
位置

出土 
層位 器種 部位 残存高 

（cm）
文様・調整等 色調 胎土 備考外面 内面 外面 内面

2 図版4 周辺 表採 移動式竈 煙突部 8.0 ナデ ナデ オリーブ黒
（5Ｙ3/1）

黒
（N1.5/）

1㎜程度の灰色
粒を多く含む 内:煤付着

第31表　向原中尾第３遺跡土器観察表
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第66図　向原中尾第３遺跡位置図

第67図　向原中尾第３遺跡調査区略図

向原中尾第１遺跡向原中尾第２遺跡向原中尾第３遺跡
向原中尾第４遺跡

向原中尾第５遺跡

（S = 1/4000）

0 100 m

層位 色調 備考
Ⅰ 黒色 表土
Ⅱａ 暗褐色 耕作土
Ⅱｂ 暗褐色 耕作土床土、しまり強く黄褐色ブロック混じる
Ⅲ 黄褐色 造成土
Ⅳａ 暗褐色 粘質、旧耕作土
Ⅳｂ 黒色 砂質、しまりやや強い、旧耕作土床土
Ⅴ 黒色 砂質、しまりやや強い
Ⅵ 黒色 砂質、Ⅳ層に比べ粒子が細かい。泥炭層
Ⅶ 暗褐色 砂質、人頭大の礫を多く含む
Ⅷ 黄橙色 K－Ah
Ⅸ 橙色 砂質、しまり強い
Ⅹ 灰白色 礫層

基本層序
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向原中尾第２遺跡（第２次調査）
　ここでは前回の調査である向原中尾第２遺跡第２

次調査の報告書刊行の際、報告できなかった資料の

追加報告をおこなう（第68図）。

二次加工剥片（第68図227、図版４）

　やや大ぶりの剥片を素材とし、右側縁下部に粗雑

な二次加工を施す。スクレイパーの未製品の可能性

もある。

剥片（第68図228、図版４）

　ホルンフェルス製の剥片である。背面には連続し

た剥離痕がみとめられる。

石斧（第68図229、図版４）

　ホルンフェルス製の石斧である。刃部を含む下半

を欠損する。

石核（第68図230、図版４）

　珪質頁岩製の石核である。拳程度の円礫を素材と

し、打面転移を繰り返しながら剥片剥離を行ってい

る。

第68図　向原中尾第２遺跡（第２次調査）追加報告石器実測図

第32表　向原中尾第２遺跡（第２次調査）追加報告石器計測表

挿図
番号

図版
番号

出土
層位 器種 石材 法量（cm，g） 備考最大長 最大幅 最大厚 重量

227 図版4 － 二次加工剥片 珪質頁岩 8.8 7.0 1.9 113.3 
228 図版4 － 剥片 ホルンフェルス 4.6 4.4 1.3 29.0 
229 図版4 － 石斧 ホルンフェルス 7.7 4.4 2.6 87.9 下半欠損
230 図版4 － 石核 珪質頁岩 3.8 5.3 3.8 86.2 
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向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

向原中尾第３遺跡

向原中尾第４遺跡

向原中尾第５遺跡

向原中尾第６遺跡向原中尾向原中尾第６遺跡第６遺

（S = 1/4000）

0 100 m

未調査箇所①

未調査箇所②

未調査箇所③

東九州自動車道本線

　向原中尾遺跡群は、東九州自動車道（日向～都農

間）建設に伴い発掘調査が行われた。本項では、本

来遺跡包蔵地として認識されているものの、発掘調

査対象地外となった未調査箇所の提示およびそれに

至る経緯を報告し、今後の発掘調査の必要性を明示

するものである。

未調査箇所①（向原中尾第２遺跡）

　用地取得面積としては780㎡であるが、土取り箇

所を含むので、発掘調査面積としては500㎡となっ

ている。調査区南側の本線側道部において発掘調査

対象地が存在するが、側道部は収用されないことと

なり発掘調査対象とならなかった。200㎡程度の残

存部ではあるが、SA1の一部を残存し、尾根の頂部

付近であるため、遺構の展開が想定される。

未調査箇所②（向原中尾第４遺跡）

　平成20年度～ 22年度にかけて総面積5,680㎡の

発掘調査をおこなっている。暫定２車線化に伴い一

部調査面積が縮小することになり、200㎡程度の未

調査箇所が残存する。未調査箇所は発掘調査におい

て遺物が集中した高位部分にあたり、後期旧石器時

代から縄文時代早期の遺構、遺物が良好に残存して

いることが想定される。

未調査箇所③（向原中尾第５遺跡）

　第５遺跡第１地点は、東九州道本線工事施工に係

る工事用迂回道路部分の発掘調査である。最も近接

するのは第４遺跡だが、既に調査が終了しているた

めに、第５遺跡の飛び地的な扱いとして第５遺跡の

調査に含めるものとした。第５遺跡第２地点も第４

遺跡と同様に、暫定２車線化に伴い、調査対象地の

一部が200㎡程度縮小した。第５遺跡は、当遺跡群

において縄文時代早期の集石遺構や炉穴、遺物が良

好に残存する地区でもあるので、未調査箇所におい

ても良好に遺構、遺物が展開していることが想定さ

れる。 （沖野）

経費削減による未調査箇所の報告

第69図　向原中尾遺跡群未調査箇所位置図
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向原中尾第２遺跡より日向灘を望む 第３次調査区から第２次調査区を望む

向原中尾第２遺跡調査前 向原中尾第２遺跡ＡＴおよび礫出土状況

向原中尾第２遺跡ＳＩ１検出状況（南より） 向原中尾第２遺跡ＳＩ1配石検出状況（南より）

向原中尾第２遺跡ＳＡ１遺物出土状況（西より） 向原中尾第２遺跡ＳＡ１貼床検出状況（西より）

図版　1

向
原
中
尾
第
２
遺
跡
（
第
３
次
調
査
）
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向原中尾第２遺跡ＳＡ１焼土および炭化材出土状況 向原中尾第２遺跡ＳＡ１完掘状況（西より）

向原中尾第２遺跡Ａ－Ａ'土層堆積状況 向原中尾第２遺跡Ｂ－Ｂ'土層堆積状況

向原中尾第２遺跡Ｃ－Ｃ'土層堆積状況 向原中尾第２遺跡Ｄ－Ｄ'土層堆積状況

向原中尾第２遺跡調査風景（1） 向原中尾第２遺跡記録風景（2）

図版　2
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）
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向原中尾第３遺跡群の石器 向原中尾第２遺跡　後期旧石器時代の石器

向原中尾第２遺跡　縄文時代早期の土器 向原中尾第２遺跡　弥生時代以降の石器

向原中尾第２遺跡ＳＡ１出土遺物（１）

1

2 3

4

5 6 7 8

9
10 11 12

13

14

16

15 17 18 19

39 40
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41

42

21 25
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向原中尾第２遺跡　ＳＡ１出土遺物（２）

向原中尾第３遺跡の出土遺物 向原中尾第２遺跡（第２次調査）の追加報告遺物

22
23

24

26 27

28 29
30 31

32 3533 34

36

1

2
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向原中尾第５遺跡Ｎ区集石遺構検出状況（南より） Ｎ区２号集石遺構（ＳＩ２）（南東より）

Ｓ区炉穴検出状況（南西より） Ｓ区炉穴完掘状況（西より）

Ｓ区炉穴完掘状況（北西より） 32号炉穴（ＳＰ32）半截状況（東より）

８号炉穴（ＳＰ８）検出状況（南西より） 号炉穴（ＳＰ８）完掘状況（南西より）

図版　5
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５号炉穴（ＳＰ５）完掘状況（東より） 21号炉穴（ＳＰ21）完掘状況（東より）

Ｓ区集石遺構検出状況（東より） 13号集石遺構（ＳＩ13）（東より）

12号集石遺構（ＳＩ12）（南より） 12号集石遺構配石（南より）

１号竪穴建物跡（ＳＡ１）検出状況（西より） １号竪穴建物跡（ＳＡ１）完掘状況（北西より）

図版　6
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向原中尾第５遺跡第１地点出土遺物 向原中尾第５遺跡第２地点出土後期旧石器

第２地点出土縄文時代早期土器（１） 第２地点出土縄文時代早期土器（２）

第２地点出土縄文時代早期土器（３） 第２地点出土縄文時代早期土器（４）

第２地点出土縄文時代早期石器（１） 第２地点出土縄文時代早期石器（２）
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第２地点出土縄文時代早期石器（３） 第２地点出土縄文時代早期石器（４）

第２地点出土縄文時代早期石器（５） 第２地点出土縄文時代早期石器（６）

第２地点出土縄文時代早期石器（７） 第２地点出土弥生時代～古墳時代出土遺物

向原中尾第６遺跡礫群（SI2）検出状況（北西より） 向原中尾第６遺跡出土遺物
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ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所   在   地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

むこうばるなかおだいにいせき

向原中尾第２遺跡
（第３次調査）

みやざきけんひゅうがし

宮崎県日向市
とうごうちょうやまげ

東郷町山陰
あざやまのくち

字山ノ口

45206

―

32度
18分
39秒
付 近

131度
34分
0秒
付 近

2012.6.11 ～
2012.9.11 500㎡

記録保存調査
むこうばるなかおだいごいせき

向原中尾第５遺跡

みやざきけんひゅうがし

宮崎県日向市
とうごうちょうやまげ

東郷町山陰
あざむこうばる

字向ヲ原

Ａ05

32度
18分
34秒
付 近

131度
33分
43秒
付 近

2012.6.27 ～
2012.10.5 430㎡

むこうばるなかおだいろくいせき

向原中尾第６遺跡

みやざきけんひゅうがし

宮崎県日向市
とうごうちょうやまげ

東郷町山陰
あざむこうばる

字向ヲ原

Ａ05

32度
18分
26秒
付 近

131度
33分
36秒
付 近

2012.6.11 ～
2012.9.10 200㎡

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

向原中尾第２遺跡 
（第３次調査）

集落

旧石器時代 スクレイパー、剥片、石核 縄文時代早期の集石遺構、
弥生時代終末期以降の竪穴
建物跡を各１軒検出。

縄文時代 集石遺構 １基 縄文土器
弥生～
古墳時代

竪穴建物跡 １軒 弥生土器、土師器、磨石、台石

向原中尾第５遺跡 集落

旧石器時代 礫群 １基
ナイフ形石器、剥片尖頭器、ス
クレイパー、剥片、石核 縄文時代早期の集石遺構13

基・炉穴33基、弥生時代～
古墳時代の建物跡を２軒検
出。

縄文時代
集石遺構 13基 
炉穴 33基

縄文土器、石鏃、粗製剥片石器、
打製石斧、磨石

弥生～
古墳時代

竪穴建物跡 2軒 弥生土器、土師器

向原中尾第６遺跡 散布地
旧石器時代 礫群 2基 スクレイパー、剥片

後期旧石器時代の礫群を２
基検出　

弥生～
古墳時代

土器

要　　　　約

・向原中尾第２遺跡は、後期旧石器時代から近代までの複合遺跡である。後期旧石器時代の遺物では、剥片石
器が散漫ながら出土した。縄文時代早期の集石遺構が１基検出された。弥生時代～古墳時代の竪穴建物跡が
１軒検出された。

・向原中尾第５遺跡では、縄文時代早期の炉穴33基や集石遺構13基が確認され、弥生時代～古墳時代の竪穴
建物跡が２軒検出された。

・向原中尾第６遺跡では、後期旧石器時代の礫群２基とスクレイパー等の石器が確認され、キャンプサイト的
な性格が考えられる。
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